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みなさんは、日々の暮らしの中にご近所付き合いや気の合う仲間がいますか？
５年後、１０年後に向けて「住みやすい、住んでいてよかった。」と思える、人と
人との「つながりのある地域」をめざし、「地域のお宝」として、ご紹介していき
ます。

取材先 毛里田地区 吉沢町二区
地域のために活動しています！

裏面へ

吉沢町二区は、近隣に気軽に買い物ができる商業施設もなく、公共の交通機関もありません。そ
のため生活していくことが大変困難となり、地域から若い世代が離れてしまっているのが現状です。
交通の便が悪く、移動する手段もないことから、地域に住んでいる車を運転できない高齢者は生活
環境が更に悪化する一方だそうです。

地域として「見守り」や「安否確認」も兼ねて健康維持のために
みんなでお散歩する「お散歩の会」を開催したり、コロナ対策を
したうえで「お茶飲みばなし」をしていますがそれでも独居者は
増加傾向にあります。

そんな中でも「お散歩の会」メン
バーたちはとても前向きに活動し
ています。公園のつる草をみんな
で切ってきれいにしようと提案が
あり、「自分たちにも何かできる
ことを」と自主的に剪定作業を行
いました。

この日は
４５ℓのごみ袋
２つ分頑張りました！

＜集落環境診断会＞

イノシシの目撃情報、痕跡、
被害が出た場所を地図上に落
とし込んでいます。

地域で安心、安全に暮らせるよ
うに現状・課題・対策の話し合
いが行われました。

イノシシ対策

７・８月休止していた
「お散歩の会」
９月から再始動です。



地域のお宝発見 ～太田市生活支援体制整備事業～

お宝情報を募集中！「私の近所でこんな
取り組みをしている」「こんな工夫をして
気にかけ合っている」など、あなたの地
域のつながりを教えてください。情報を
お持ちの方は右記お問合せまで！

お問い合わせ
太田市社会福祉協議会 地域福祉係
〒373-0817 群馬県太田市飯塚町1549
TEL 0276-30-0033 FAX 0276-30-0032詳しくはこちら

かわい かずよし

川井 一好さん（７３歳）

お宅訪問 目的を説明

「木村区長はマメで世話好きなひと。
真剣に取り組んでくれていると思うよ。
具合が悪くなるといろんな事を頼みたくなるけど今のところ
は元気！」と話します。
＊イノシシ駆除のため吉沢町２区で最初
に狩猟免許を取得。
＊仕掛けた罠を確認するのが日課です。

今回取材に協力してもらいました

リストに記入

地域のことを考え
行動しています！

自作の名刺を持参し町内を巡回しています。
みなさんに「かよちゃん！」と下の名前で声をかけてもらえるように
奮闘中です!!
地域の方が救急車で運ばれる際、把握していた番号が１つ違っていた
ため、やはり川井さんも困ってしまったことがありました。
この調査は「やらなくちゃいけないこと」と話してくれました。

令和２年１２月に孤独死をされた方がいました。また、移動販売の買い物帰りに救急搬送された
方もいました。その時「誰に連絡をしていいか」「どこに確認すればいいのか」と対応に困ったこ
とがあったそうです。その経験を機に「独居者が関係する事故の際に対応できない」とのことから
区長、区長代理、民生委員の３名で独居者の方のお宅を訪問し、緊急時の連絡先や既往症、かかり
つけ医といった情報を本人の了承のもと調査し、一覧表にまとめる作業を行っています。緊急時の
連絡先には区長、区長代理、民生委員の電話番号を渡し、かかってきた番号が不審者ではないこと
がわかるようしています。ご本人の了承が得られなければ一覧表に掲載できないため、全員という
訳にはいきませんが運用できるように活動されています。

かわい

民生委員 川井かよ子さん

地域の安心・安全のために ＜緊急連絡先調査＞

住み慣れた地域でも一人で暮らしていると何かと不安や心配なこともあるかと思
います。こうした活動が「自分のことを誰かが気にかけてくれている」「頼れる
人が近くにいてくれる」と日々感じることで、不安がやわらぎ、安心した暮らし
につながるのではないかと思います。


